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内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局参事官（原子力担当）付
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第２７回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  令和６年８月２７日（火）１４：００ ～ １５：０３ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館６階６２３会議室 

 

３．出席者  原子力委員会 

        上坂委員長、直井委員、岡田委員、青砥参与 

       内閣府原子力政策担当室 

        柿田統括官、徳増審議官、山之内参事官、武藤参事官、新井主査 

       日立ＧＥニュークリア・エナジー株式会社 

        川村技師長 

 

４．議 題 

 （１）日立における技術士の活用について（日立ＧＥニュークリア・エナジー株式会社 技

師長 川村愼一氏） 

 （２）国立研究開発法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の原子炉設置変更許可

〔ＦＣＡ（高速炉臨界実験装置）施設の変更〕について（答申） 

 （３）その他 

 

５．審議事項 

（上坂委員長）時間になりましたので、令和６年第２７回原子力委員会定例会議を開催いたし

ます。 

  本日は、青砥参与に御出席いただいております。よろしくお願いいたします。 

  本日の議題ですが、一つ目が日立における技術士の活用について、二つ目が国立研究開発

法人日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の原子炉設置変更許可（ＦＣＡ（高速炉臨界

実験装置）施設の変更）について（答申）、三つ目がその他であります。 

  それでは、事務局から説明をお願いいたします。 

（山之内参事官）今、委員長から御説明があったとおり、一つ目の議題は、日立における技術
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士の活用について、日立ＧＥニュークリア・エナジー株式会社、技師長、川村愼一様から御

説明いただき、その後、質疑を行う予定でございます。 

  本件は、原子力利用に関する基本的考え方の３の９「原子力利用の基盤となる人材育成の

強化」に主に関連するものとなってございます。 

  それでは、川村技師長から御説明をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

（川村技師長）日立の川村でございます。本日はこういった御説明の機会を頂きまして、あり

がとうございます。 

  それでは、早速ですけれども、お手元の資料で御説明をいたします。 

  めくっていただきまして、１ページ目に目次がございます。日立の原子力部門での技術士

の活用でございますけれども、日立で技術士になりますと、全社の日立技術士会での活動と、

それから部門内での活動と両方ございますので、この二つについてそれぞれ御説明をしてい

きたいと思います。 

  初めに、日立技術士会でございます。 

  めくっていただきまして、３ページ目に、日立技術士会の概要がございます。日立グルー

プの技術士、それから技術士資格を有するＯＢ、ＯＧから成る技術者集団として、１９８４

年に発足しました。日立の社内では、技術者と研究者それぞれが技術士、あるいは博士とな

って、技術を支えているということで、それぞれに団体がありまして、技師士の方は日立技

術士会、それから博士の方は日立返仁会ということで、この二つが日立グループの技術を支

える両輪であるということを、明確に会社の方針として位置付けております。 

  それから、日立技術士会ですけれども、自己研さんを主とする任意加入の団体でございま

すので、モチベーションをアップするために、いろんな仕掛けをしております。一つの取組

としては、シンボルマークの制定をして、こういったものも活用していくということで、右

側の方に四角いマークがございますけれども、高度な有資格技術者集団であるということ、

あるいは技術そのものが日立技術士会の本質であるということから、漢字の「技」という字

を単純図形化したデザイン、そういう形になってございます。 

  次のページ、４ページに移りまして、技術士会のビジョンでございます。１０年ごとにビ

ジョンを更新して取組をしております。つい最近、この次の１０年のビジョンを固めたとこ

ろでございますので、今後の取組の方向性を示すものとして、こちらを紹介したいと思いま

す。 
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  まず、ミッション、ビジョン、バリューという構成になっていますけれども、ミッション

のトップとしては、これは日立の会社全体の企業理念でございますが、優れた自主技術、製

品の開発を通じて社会に貢献するというふうにしております。その中で日立技術士会として

は、日立の中で技術士の存在を明らかにして、会社の技術の一翼を担うということを、設立

の際に明確に理念としてうたっております。 

  それから、会則の中では、目的としまして、会員相互の緊密な親睦を通じ、広く技術協力

の機運を増進するとともに、会員が相互啓発と後進の指導を行う、また日立グループ各社の

発展に寄与し、技術を通じて社会に貢献することを目的とするということをうたってござい

ます。 

  様々な技術分野が社内に存在しますけれども、横断的に協力をする親密な関係を作って、

技術協力をしていく、その中から新しいものを見いだしていくことを狙っておりますし、そ

れと同時に、会員の自己啓発、相互啓発、それから後進の指導も行い、技術の発展、それか

ら社会貢献ということを目的として取り組もうということです。 

  その下、ビジョンでございますけれども、二つうたっております。一つ目は、生き生きと

した誇り高い技術者になろうということで、相互研さん支援活動、それからプレゼンス向上

活動を発展させて、事業、あるいは社会に貢献する技術士を輩出、支援していきます。 

  もう一つは、尊敬に値する強靱な集団ということで、デジタル技術の活用や志向倫理の啓

発などに積極的に取り組み、模範的なプロフェッショナルコミュニティーとして誇れるよう

になりますということで、こういったことをビジョンとして位置付けて取組みを進めていま

す。 

  その下、バリューでは、会員としてどういう価値があるのか、あるいは社会に対してどう

いう価値を提供していくのかという観点から、様々なことが考えられるだろうということで、

ここに記載してあります。会員相互の連携、あるいは社会との連携ですとか、それから研さ

ん、総合知、集団知の獲得、あるいは情報発信、それから多様性への貢献ですとか、倫理の

点でも予防倫理も志向倫理にも取り組むということで、こういったことを価値観として位置

付けて取り組んでいます。 

  次のページ、５ページにいきまして、活動の概要でございます。そもそも会則の第３条で

どういった活動をするのかということを定めておりますが、大きく、右側にありますように、

社会貢献、それから事業貢献、自己成長、この三つを柱にして様々な活動を展開しておりま
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す。 

  会則の方では、ここに書かれていますように、（２）で研修会、見学会、講習会などの開

催を行うということで、研修会は大体年に２回、見学会付きで行ったりとか、あるいは講習

会などを開いたりもしております。それから会報の発行、あるいは会員情報の提供などの広

報活動を行う、それから技術を必要とする社会の様々な団体に技術支援等の紹介をしていく

とか、適切な会員を紹介して協力をしていく、そういった活動も行っております。 

  それから、技術士の地位を高めることを目的とするような会員の社会貢献、あるいは事業

貢献活動の支援、促進を行っています。その他、親睦、目的達成に必要な活動も行っていま

す。 

  それから、会員による活動グループということで、この日立技術士会の中で任意に活動グ

ループを組織して活動していくということで、相互の資質向上、多分野の交流ネットワーク

を目指して、自主的に社会貢献活動を行うようなグループ、こういった活動も認めておりま

す。申請をして、実施をしていくということになります。 

  ６ページ目の方は、簡単な事例の紹介でございますけれども、研修会、シンポジウムとい

うことで、企画委員会を組織して、そこでこういった企画を実行しておりますけれども、社

外の方との連携による研修会ですとか、シンポジウムなんかも行っています。ここでは鉄道

総研さんとの合同シンポジウムとなっておりますけれども、そういった形で社外の組織との

合同でシンポジウムをやって、少し知見を広めるというか、そういった活動も行っています。 

  また、社会からの要請にお応えをする形で、右側にありますような社会貢献ということで、

これは社会インフラを支える会社ということで、様々な知見が社内にございますので、技術

士を中心にそういった知見を活かして活動をしています。 

  それから、左下と右下は先ほど御紹介した活動グループによる活動でございますけれども、

こういった社会貢献活動となるようなグループがございます。左側の方は「サイエンス夢ク

ラブ」ということで、中学校、高校と協力して、教育教材の提供ですとか、制作、あるいは

実施の支援、そういったことも行っていまして、ここではライントレースカーの制作とあり

ますけれども、ものづくり教育の支援ということで実施した例があります。 

  それから、右下は、数は少ないのですけれども、女性の技術者で技術士を取られて、この

中で活動している方々がいらっしゃいまして、「チーム・技魔女」という活動グループを組

織して、女子中高生「夏の学校」に協力したり、女性技術者のキャリア支援等に取り組んだ
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りしている例があります。 

  それから、７ページにいきまして、現在の会員状況でございますけれども、今年５月現在

で会員数９５２名です。大体現役とＯＢ、ＯＧ半々ぐらいの内訳でございます。それから、

部門構成としては、電機メーカーですので、やはり機械、電気電子関係が多いですけれども、

原子力、放射線についても積極的に会員を増やすべく取り組んでございます。 

  それから、８ページ目は技術士会の構成ということで、会長は弊社の会長でもある東原が

務めております。様々な委員会を設置していますが、特徴的なところでは、先ほど紹介した

活動の企画に関する委員会、広報を担う委員会とか、社会貢献活動の推進の委員会ですとか、

志向倫理啓発の委員会、そういったものがございます。 

  この図の一番下にある活動グループ、これは任意にグループを組織して申請すると、ここ

に位置付けられるということになります。 

  こういう形で全社の活動がございまして、この中に原子力部門で技術士を持って活動して

いる人が多数いますけれども、原子力部門ではさらに、それに加えて、職域技術士の活動が

ございます。９ページ以降がそれになりますが、１０ページから具体的に御紹介をしたいと

思います。 

  原子力部門における技術士の活用で、まず、基本的な考え方ですけれども、会社としまし

ても、原子力システムのように安全が特に重要な分野では、公益確保の責務があり資質向上

の責務が課せられた技術士を活用していくことが重要と認識しております。 

  その上で、技術士を実際に日常の業務の中でもしっかりと活用する、あるいはしっかりと

した役割を担っていただくということです。一つの例がシニアエキスパート任用ということ

でございます。２００９年にシステム、製品の品質向上を目的として、計画、設計段階で技

術的な評価を行うＶｅｒｉｆｉｅｒ制度というものを設けました。実際に様々な設計の技術

評価ですとか、デザインレビュー、そういったことを行う際に、設計責任者が当然その部署

内でこれを行うわけですけれども、それと同時に、それには直接関わらないのですが、内容

をしっかりと評価をするＶｅｒｉｆｉｅｒというものがアサインされて、重要なものについ

てはＶｅｒｉｆｉｅｒがその書類にサインをするという形を取っています。 

  このＶｅｒｉｆｉｅｒになるために、シニアエキスパートというものをあらかじめ認定し

ています。技術分野ごとにシニアエキスパートを認定しておいて、この中からＶｅｒｉｆｉ

ｅｒがアサインされます。シニアエキスパートに認定する際に、いろんな資格の審査、経歴
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の審査を行いますが、技術士であるということもその中で十分高く評価するということで、

多くの技術士がこのシニアエキスパートとしても活動しています。 

  それから、国際的な業務を進める上でということで、原子力では日本国内だけではなくて、

国際的にも様々な場で活動する、業務を行うということになりますので、そういった観点で

もこういった技術士の資格が重要だろうと考えております。 

  御存じの方も多いと思いますけれども、米国の連邦規則では、建設許可を得る必要条件と

して、ＡＳＭＥセクションⅢのコードを満足させる旨の規定がございますけれども、米国で

はプロフェッショナルエンジニア、米国ＰＥがこのコードに準拠した設計であることを認証

しています。 

  一方、ＡＳＭＥはＩＰＥＡ国際エンジニアも設計認証を行うということを２０１７年に認

めておりまして、日本の技術士も一定の条件を満たすことで、このＩＰＥＡ国際エンジニア

登録が可能ということで、そういった点でも国際業務を行う上で非常に重要な資格であると

考えております。 

  それから、技術士を取っていただく、あるいは技術士として活動していくということは、

基本的には自己研さん活動の一つでもございますので、当社では技術士であることに誇りと

責任が感じられるような施策を取って、積極的に技術士になっていただこうということで幾

つかの取組を行っています。 

  まず、ラインの業務の中でしっかりと役割が明確にされているということが重要だろうと

考え、重要な役割への任用における考慮がされています。前述のシニアエキスパートの制度

がその一例であります。 

  それから、技術士の氏名、所属、写真の掲示を社内で行っております。１１ページに写真

がございますけれども、左側がその掲示版です。これを社内に設置しており、例えば、お客

様が弊社を訪問いただいた際に、お客様玄関を入ると、正面にこれがしっかりと掲示されて

あります。弊社を代表する技術者がこの人たちですと明示し、会社の顔として、ここに載っ

ている人にとっても誇りと責任を感じられるようなものになっております。 

  それから、技術士ワッペンというのを作りまして、右側の写真になりますけれども、作業

服にこのワッペンを付けて仕事をしていただいていますが、これによって社内で誰から見て

も、この人は技術士であることが明確になります。 

  そのほかに、日立技術士会あるいは日立地区の技術士会である神峰技術士会の活動も、モ
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チベーション向上に資するようにしています。 

  その原子力部門を中心としてできました技術士会ですけれども、１２ページのところに神

峰技術士会ということで、簡単にまとめてございます。これは２０１３年に技術士と米国Ｐ

Ｅの資格取得を促進し、基盤技術力の向上を図るために設立されたものです。母体となった

のは日立原子力技術士会でありまして、これはその更に１０年前ぐらい前から活動してござ

います。 

  この技術士会ですけれども、互いに研さんし連携する場を提供するとともに、技術士会の

ネットワークで協創や総合技術力の強化を目指すというふうにしてございます。この神峰技

術士会の名称の由来ですけれども、神峰山というのが日立の地区にありまして、日立の事業

所にも近く、事業所歌にも登場するということで、皆さんから親しまれている地元の山です

ので、それを冠した名称になっています。 

  会員数は２２年の集計で１４３名です。これは全て現役の社員でございます。資格の構成

ですけれども、右側にあるように、原子力を母体としている組織でございますので、原子力、

放射線が一番多く、次に、機械、電気電子と続きます。この技術士会の特徴として、原子力

では国際的な活動も比較的多くございますので、アメリカのＰＥも積極的に取ろうと活動を

しており、ＰＥ取得者も一定数参加しています。 

  主な活動ですけれども、資格の啓発、資格取得の支援、それから他技術士会との交流とい

うことで、日本技術士会の原子力・放射線部会への参加ですとか、あるいは茨城県地域で他

の技術士会、例えばＪＡＥＡさんの技術士会などとの交流をしております。また、技術セミ

ナーも行っています。 

  それから、技術士資格取得支援の活動ですけれども、１３ページに記載がございます。資

格取得に向けた社内での支援ということで、新入社員が入ってきますと、まず資格取得のた

めのガイダンスを行います。それから、対面とオンラインによる二次試験のガイダンスです

とか、あるいは資格取得に当たっての経歴票のレビューも行います。また、どんな勉強をす

る必要があるだろうかと、皆さん悩まれますので、過去の勉強内容を保管したデータベース

なども作っております。 

  これは技術士取得のために作ったデータベースというよりは、原子力部門内でのナレッジ

マネジメントの取組として行っているナレッジマネジメントデータベースの中に、技術士と

しての重要な技術情報も取り込んで運用するということで、ナレッジマネジメントの一環と
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して、技術士会で取り組んでいることです。 

  そのほか、日本原子力学会技術士制度・試験講習会にも御協力させていただいております。 

  簡単ですけれども、日立における技術士の取組を御紹介させていただきました。 

（上坂委員長）川村さん、説明ありがとうございます。 

  それでは、質疑を行います。 

  それでは、直井委員からお願いいたします。 

（直井委員）どうも川村様、御説明ありがとうございます。人材育成をして活用する上で、技

術士という制度を活用していって、すばらしい取組をされており、感銘を受けました。あり

がとうございます。 

  ちょっと幾つか教えていただきたいのですけれども、６ページで御紹介いただいた様々な

グループ活動で、「サイエンス夢クラブ」という若い人たちに科学の面白さを教えるとか、

女性の「チーム・技魔女」の活動とか、非常にユニークな活動をされているんですけれども、

次で８ページに、こういった活動が六つあるというふうに書いてございます。残り四つはど

ういう活動をされているのか教えていただけないかなと。 

（川村技師長）それぞれの地域における技術協力の活動ですとか、あるいは勉強会を開くとか、

そういった活動に取り組んでいます。四つのグループの正確な名称は、改めて確認して御紹

介したいと思います。 

（直井委員）ありがとうございます。 

  それから、１０ページで御紹介いただいたシニアエキスパート任用時の考慮というお話が

ございました。これは非常にすばらしい取組だと思いまして、若い人たちはこういうシニア

エキスパートに技術士が任命されているということを見ると、技術士になろうというモチベ

ーションがすごい上がってくると思うのですけれども、この制度を運用されて技術士が増え

たとか、そういった兆候は日立さんの中でございましたでしょうか。 

（川村技師長）これ自体が結構歴史があるというか、１０年以上やっていることで、その当時

から確かに技術士は増えています。ただ、これがどのぐらい効いているのかというのはよく

分かりませんけれども、ただ、やはり会社の中で、特に技術的に重要な仕事をする上で、技

術士が必要なのだということを認識していただける制度になっていますので、そういった点

では、自分の会社の中でのキャリアを考えていく上で、マネジメント系だけではなくて、技

術者として責任ある仕事をしていきたいという志望の方にとっての一つの道筋として示せて
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いるのではないかと思います。 

（直井委員）ありがとうございます。 

  それから、同じページで、国際的な業務を進める上で、国際的なＰＥとして登録が可能と

いうお話がございましたけれども、一定の条件を満たすというのは、具体的にどんな条件が

課せられていて、それを満たせば国際エンジニアに登録されるのでしょうか。 

（川村技師長）主に職歴というか、経験ですね。技術士として技術士になった後の職務の経験

ですとか、そういったものをまとめて提出をして審査を受けます。           

（直井委員）ありがとうございます。 

  最後の質問ですけれども、こういう非常にすばらしい取組をされていて、もう４０年とい

う歴史がそれを物語っているわけですけれども、日立グループにこういった制度が根付いた最

大の理由というのは、どんなところにあると思いますでしょうか。 

（川村技師長）会社の企業理念として、自主技術と製品を通じて社会に貢献するということを

明確に位置付けて、歴代の会社のトップが、やはりこれをしっかりと主導してきているという

ところがございます。 

  現在の技術士会の会長も弊社の会長が務めておりますし、あるいは先ほど紹介した博士の

団体と技術士の団体、これが両輪であるというふうに明確にしていて、博士の団体自体もかな

り古くからありますが、ずっと会社の技術を支える両輪として位置付けてきたというところが

大きいかと思います。 

（直井委員）どうもありがとうございます。 

  私からは以上です。 

（上坂委員長）それでは、岡田委員、お願いします。 

（岡田委員）川村様、御説明ありがとうございました。私の方からは、私は少し技術士につい

て、ネットを引いたりしていたのですけれども、技術士は日本の資格の中で最高峰の資格の

一つだと書いてありました。資格を取得するのに１０年近い年月が掛かる場合が多いと書い

てあったのですが、実際日立でどのぐらい掛かって取得するものなのかということを１点お

聞きしたいのですが。 

（川村技師長）一定の職務経験が必要になりますので、短いケースでも７、８年掛かっていま

す。一般的にはやっぱり１０年とか１２、３年掛かる人が多いです。 

（岡田委員）それで、今ちょうどいいお話で、職務経験ということなのですが、その職務経験
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というのは、例えば女性だと自分のいろんなこと、結婚したり、出産したりがあって、途切

れ途切れになってしまったりするのですけれども、職務経験というのは途切れてもいいもの

なのでしょうか。 

（川村技師長）それは積算で大丈夫でございます。ある分野の中で何年間、あるいは特定の技

術分野の指導的な技術士の下で何年間とか、そういった経験を足していただいて、職務経験

として評価されます。 

（岡田委員）それは安心しました、とても。 

  それと、先日ですけれども、私は福島で「国際メンタリングワークショップ Ｊｏｓｈｉ

ｋａｉ ｉｎ Ｆｕｋｕｓｈｉｍａ」という会に行ってきたのです。そのときに海外の研究者

や技術者が、欧米は技術者が最高の職業だと言っていたのですね。給料も高いのですという

話をしていたのですけれども、日本の場合は何かいまいち技術者というのが、一般の人たち

にそんなに、何て言ったらいいかちょっと分からないけれども、技術者は夢を与えていると

思うのですけれども、職業として博士の方が、末は博士か大臣かじゃないですけれども、博

士の方に軍配はあがってしまうというような気がします。実際にはそうなっているわけじゃ

ないかもしれませんが。もっと技術者のプレゼンスを上げるために何かしなきゃいけないこ

とということについて、何かお考えがないでしょうか。 

（川村技師長）まず、確かに技術者が社会的にどれだけ認知されているのかというのがありま

すけれども、ただ、日本という国では、比較的やっぱり技術に対する尊敬というのですかね、

いろんなテレビ番組もいろんな開発だとか、それの歴史だとかという話が取り上げられて、

そこに取り組んでいる技術者の努力というのが紹介される機会も結構ありますので、そうい

った点では、技術者の仕事としては、確かにそれはやっぱり認知はあると思うのですけれど

も、では博士ほどの尊敬を集めているかというと、それは確かに違うのかもしれません。 

  ただ、いろんな社会分野を支えていく、国内的にも国際的にも社会を支えていく上で、や

っぱり技術は非常に重要であり、その技術を担っている様々な会社組織ですとか、研究機関

がございますけれども、そういったところで技術者、あるいは技術士を持っている人間の役

割を明確に、責任と権限を明確にして、重要な仕事にちゃんと就いてもらう。その重要な仕

事に就くためのキャリアのパスとして、一定のクオリフィケーションを求めていくとととも

に、技術を担っている当事者の集団の中で、しっかりと責任と権限を明確にしてというのが、

まず一つかなと思います。 
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  その上で、もう少し広く認知してもらうことが大事で、例えば大学の教育の段階から、技

術者、技術士というのが非常に重要な役割を社会で担っていくのだというところを、もう少

し教育の場で啓もうしていただくとか、啓発していただけると、そういう道を目指す人が増

えることにつながるのではなろうかと思います。 

（岡田委員）ありがとうございます。私もそのとおりだと思って、子供のときは機械をいじっ

たり、女の子も男の子も楽しいなということがあるのですけれども、何か大学を目指す段階

のところで、少しずつ減っていくというのが問題かなと思っていますので、今後きちんと技

術というのをやっている人たちのプレゼンスを高めていくような活動をしていきたいと思い

ます。 

  それから、もう一つだけお話ししたいのは、女子中高生「夏の学校」のところですけれど

も、私も最初、これの設立当時から一緒にやっていましたけれども、本当に技術士の方々と

いうのは、幅広く、女子中高生に技術を教えたり、科学の面白さを教えて、当初からすごく

頑張っていたので、それが日立の人たちが中心になってやっていたなというのが印象に残っ

ておりますので、今後とも会社の方でも支援していただきたいなと思います。よろしくお願

いします。 

  以上です。 

（上坂委員長）青砥参与からも専門的な観点から御意見を頂ければと存じます。よろしくお願

いします。 

（青砥参与）ありがとうございます。大変特徴的というか、積極的な活動内容を教えていただ

きましてありがとうございます。 

  特徴的な中で、幾つかその中身を教えていただきたいところがあります。一つは日立技術

士会でこのビジョンというところに、ミッションとビジョンとバリューという構成で対応さ

れている。 

  通常我々が考えると、理念であるミッション、それを展開するビジョン、そうしますと、

その後来るのは、そういったものを現実的なものにする、あるいは達成するためのストラテ

ジーが構成となるふうように、普通はなっているような気がします。 

  この特徴的である、ここに成果の一つである価値というものを構成の中に入れられた、そ

うした内容についての経緯ですとか、それによってこのバリューにしたことによって、活動

にどういう効果が現れてきたかという事例がありましたら、是非教えていただきたい。 
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（川村技師長）ありがとうございます。実はこのビジョンの構成、こういったピラミッドの構

成の中に、こういった形で一番下にバリューを位置付けるというのは、今回のビジョン構成

で初めて行われたものです。あえてこれをしっかり明確にここに位置付けようということで

今回の構成にしました。 

  もちろんこういったものを達成するためのストラテジーに相当するもの、あるいは具体的

な施策に相当するものは、更に下の事業計画の中に展開していくわけですけれども、そこに

行く前に、基本的に技術士自体もそうですし、技術士会もそうなのですけれども、基本は自

己研さんを中心としてやっていく、要は自分の意識を高めながら、自ら考えて行動してやっ

ていくと、そういう成り立ちの組織ですので、与えられた施策、あるいはストラテジーに向

かって、ひたすらそれを目指していくというよりは、もう一歩その手前にどういうところを

基本的な価値観として取り組んでいくのかが大事になります。 

  自分で考えて、自らの意思で取り組むわけですから、そのときの価値観の置き方というの

をもう少し明確にしておいた方が、様々な発想の活動が出てくるのではないかということで、

あえてこういった形でビジョンの中にバリューを位置付けています。こういったことに価値

を見いだしてやっていこうと明確にすることで、だったらこんなこともできるのではないか

と、戦略の発想が広がると考えております。 

（青砥参与）もう少し教えていただきたい。このバリューというところには、具体的に今ここ

に青文字で幾つか書いてありますが、実際にバリューというものの内容を考えさせるような

ヒントが書いてあるような気がします。実際には活動するときにはバリューは具体的に自分

で出す、あるいはグループで出していかないと、それの価値自体が見えなくなりますから、

ここに書いてあるのは、もし仮にこのビジョン２０３５の中に具体的に書かれているものが

あるとすると、それは青字であるようなヒント、要するに取りあえずは助言が書いてあって、

具体的には個々で提案するという理解でよろしいか。 

（川村技師長）御指摘のとおりです。もうちょっと基本的なバリューも書いておくべきだった

かもしれませんけれども、どちらかというと、やはり自分たちが考えていく上での視点、バ

リューの視点みたいなものを少し大事にしたいなという思いで作っております。 

（青砥参与）ありがとうございます。その上でそういうバリューをヒントに触発されて、いろ

いろな活動をされていると認識しました。 

  そのときに、どこにも触れられていないのですが、その具体的な活動には、やはり資金と
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いうか、何らかの経済的支援が必要な気がしますが、この技術士会の中では、ほとんどボラ

ンタリーに行われているのですか。それとも、ある程度、御社から予算みたいなものが、支

援として出されているのでしょうか。 

（川村技師長）基本的には技術士会の活動は会費によって賄われていますけれども、日立グル

ープの会社が賛助会員という形でも入っていて、その賛助会費も含めて予算運営を行ってい

ます。 

（青砥参与）ほとんど全社的にそういう体制で活動されていると理解しました。 

  あと一点ですが、全体の技術士会の活動のほかに、各部門における活動もありますという

ことで、ここでは原子力部門における技術者の活用の話を頂きました。こういう各分野にお

ける技術士についてですが、この資料では１２ページに、延べ人数と構成員の内訳が書いて

あります。こういったものは、基本的にある程度管理すると言ったら良いのか、要するに技

術士をどの分野で何人ぐらい、どのレベルで今後も誕生させていくか、あるいは組織に組み

込んでいくかというようなことは、組織的に行われているのでしょうか。 

  それとも、これはやはり個人個人の、何度も出てきますように、自己啓発的なところがあ

りますから、成り行き的なもので、それで、その上に組織がその活用を考えていくものとい

う、そういう対応なのでしょうか。 

（川村技師長）今日は技術士会のことを中心に御説明しましたので、その部分の御説明はしま

せんでしたが、会社として組織的に人材を確保する、育成するという点では、例えば原子力

分野の中で重要な技術分野を特定して、各技術分野において今の社内第一人者は誰で、その

人が持っている技術はこういう技術で、その後継者は誰だとか纏め、各分野の技術を欠かさ

ずに継承するための計画を作ってあります。 

  それを年に１回レビューをしながら、ちょっとここの分野が足りないなと思ったら、そこ

に人を充てる、あるいは教育をする、あるいは、その分野の技術開発を少してこ入れして、

その中で人材を育成していく、そんな取組を行っていて、全体として必要な分野の技術者の

確保ができていることを担保する仕組みになっています。 

  技術士を取得した人がいれば、当然その中にも入ってきますので、技術士として何人とい

うことは、そういう技術分野ごとにサクセッションプランニングを成立させることの中で、

技術士が任用されていく、そんな形になっています。 

  ですから、結論としては、技術士自体に会社として何人絶対要るというような目標は置い
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ていませんけれども、そういった形で会社のサクセッションプランニングの中で、個人のモ

チベーションと会社の管理を融合させて取り組んでいます。 

（青砥参与）大変というか、非常によく分かりました。一旦技術士のところで話をまとめてし

まいそうになったのですが、御社の活動は、全体の人材育成の中に組み込んで、その中にう

まく技術士といった資格について、どう活かしていくかということを考えられていると認識

しました。ありがとうございました。 

  以上です。 

（上坂委員長）それでは、上坂から意見述べさせていただきます。今回改めて御説明を受けま

して、御社グループの技術士の深い理解と、それから推進の歴史、それから取組の体制、よ

く理解できました。 

  また、１０年前に、技術士会に原子力・放射線部会の創設がありましたけれども、ここで

御尽力されたのも御社の技術士の方と伺っております。 

  一方、ＧＥ日立のアメリカのノースカロライナ州ウィルミントンの本社で業務されている

方と最近お話ししました。それで、アメリカ人の社員の方々と机を並べていらっしゃると。

そうしますと、アメリカ人の社員の方々のほとんどが、アメリカの技術士であるプロフェッ

ショナルエンジニアを持っているということで、とても刺激を受けて、アメリカのプロフェ

ッショナルエンジニア（Professional Engineer;PE）と日本の技術士を一緒に取得したとい

うような話を伺いました。またこれは自己研さんですともおっしゃっていました。 

  このように、アメリカでのパートナーとの対等の関係の中で業務されていると。つまり国

際性ですね、こういう国際性も御社の技術士の理解と推進に影響していると考えてよろしい

でしょうか。 

（川村技師長）国際業務経験、あるいは会社としての国際活動の中で、そういったことが重要

であるということは、非常に強く感じる機会も結構多くございますし、また、そういう機会

に触れる技術者も結構いますので、しっかりと取り組まなきゃいけないということで、国際

的な業務経験、あるいは事業活動というのが、これに関連していることは間違いないという

ふうに思います。 

  実際にアメリカでＡＳＭＥに基づく設計をしていこうと思うと、やはり我々の技術者も、

それに見合うような資格を持っているということを証明しなければいけませんし、あるいは

必ずしもＰＥ要件ではありませんけれども、例えばイギリスで原子炉の許認可を取りました



－17－ 

 

 

が、規制の審査官に技術を説明する上で、自分のクオリフィケーションをちゃんと証明しな

いと、説明の資格も得られないということもございましたので、そういった点でも、海外活

動の中で、自らをしっかりと高めていく、クオリフィケーションもしっかりとしていくとい

うところが、重要だと社内で認識されています。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それから、１２ページのこの円グラフで、ＰＥ４０名というのは、これはアメリカのＰＥ

の御社の人数ですか。 

（川村技師長）はい。 

（上坂委員長）分かりました。 

  それから、今現在、日本の原子力産業界では、約２０年、発電用原子炉の着工がありませ

んで、また東電１Ｆの事故以来、発電所の運転経験も少なくなっているという状況です。そ

の結果、企業の中堅社員でも設計、建設、運転の経験の方が少ないという状況です。こうい

うときこそ、原子力の技術継承に５０歳以上の経験ある原子力・放射線分野の技術士の方々

に、是非大学や大学院や社会人教育において、講義や研修の講師の御尽力をお願いしたいと。

そういう必要があるのではないかと感じております。 

  御社は、原子力・放射線分野の技術士、日本全体で約２２０名のうち、７ページの資料で

は、原子力・放射線分野は５９とありまして、そして先ほどの１２ページのところに６７と

いう数字があるのです。これ今はどちらですかね。 

（川村技師長）技術士になると、神峰技術士会の方は職域の技術士会なので、自動的に登録さ

れます。一方で、日立技術士会の方は任意加入の組織ですので、一応推奨はしているのです

けれども、中にはちょっと業務が忙し過ぎて、職域だけで勘弁してくれという人もいて、そ

れで日立全社の方の登録数が若干少なくなっています。 

（上坂委員長）分かりました。ということで、非常に多くの技術士の方がいらっしゃるので、

是非そういう教育活動にも御社の技術士の方の協力をお願いしたいところなのです。いかが

でございましょうか。 

（川村技師長）もちろんこれまでもいろんな大学の教育に御協力させていただく機会もござい

ましたし、技術士としての役割の中で、そういった活動も重要だと思いますので、機会を頂

ければ積極的に協力させていただきたいと思います。 

（上坂委員長）分かりました。 
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  それから、日本の原子力、放射線分野の技術士は、必要知識、能力は理工学のみならず、

技術倫理やコミュニケーションのような社会科学的な要素もあるということであります。そ

れで、８ページの技術士会の構成を見ますと、下の方に、志向倫理啓発委員会があります。

このような委員会があるというのも、御社の見識の高さを表しているかと思います。 

  一方、ＩＡＥＡは２０１３年から原子力のエンジニアリングと、マネジメントの両方を習

得させるＩＡＥＡ ＩＮＭＡ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｍａｎａｇｅ

ｍｅｎｔ Ａｃａｄｅｍｙ）教育カリキュラムシラバスを作成しました。私も加わりました。 

  世界の主要な大学院に、それに適う修士コースを提案させて、レビューして、合格した大

学院の修了生には、ＩＡＥＡからも修了証が出ます。ここまでマンチェスター大、モスクワ

物理工科大、東大、テキサスＡ＆Ｍ大、それから韓国のＫＩＮＧＳ（ＫＯＲＥＡＮ Ｉｎｔ

ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｎｕｃｌｅａｒ Ｇｒａｄｕａｔｅ Ｓｃｈｏｏｌ）等。約１０校が

教育を今現在実施中であるということです。それから、８月２０日の先週の定例会議でも報

告がありましたが、７月のＩＡＥＡの人材育成の国際会議で、私の講演の中で、世界での技

術継承の質を上げるために、ＩＡＥＡにこのＩＡＥＡ ＩＮＭＡ教育コースと、技術士を、

このコースは一次試験合格相当でありますけれども、これをセットにして、世界に、原発導

入国を含め、広く推奨することを提案してきました。ＩＡＥＡはその趣旨を理解してくださ

いまして、具体的に検討を行ってくれております。 

  このような動きの中で、御社に更に日本とアメリカ等で技術士資格の取得を推進してくだ

さることが、非常に重要かなと考えております。冒頭、国際性と申し上げましたが、このよ

うな国際的な動きもあります。是非御社も、先ほどいろいろなビジネス展開とＰＥの重要性

を御説明いただきましたが、そこを実証していっていただきたいなと思いますが、いかがで

しょうか。 

（川村技師長）ありがとうございます。確かに国際的な場でそういった活動に取り組んでいき

たいと思います。 

（上坂委員長）それから、これは技術士会の幹部の方から伺いましたが、経団連の土光元会長

が、科学では博士、技術では技術士と。その推進をおっしゃられたということですよね。是

非日本でもこういう、技術に対するこういう称号が認知を受けて、リスペクトを受けていく

ということが非常に重要と思います。 

  私からは以上でございます。 
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  ほかに委員の方々から御質問、コメントはございますでしょうか。 

  どうぞ。 

（柿田統括官）統括官の柿田です。 

  私ことですが、以前、日立製作所へ出向する機会がございました。当時、日立ＧＥさんと

一緒に、台湾の原発の視察にも行かせていただきました。日立返仁会の会員ですので、私も

日立グループの関係者です。 

  今日は技術士のお話ということで、私は文科省から内閣府に出向していますが、前職が科

学技術・学術政策局の局長をしておりまして、技術士制度を所管しておりました。非常に重

要な資格制度ではあるものの、先ほど川村様からのお話にもありましたように、社会におけ

る技術士制度の活用、そして技術士に対する社会的な評価が十分でないといったことが課題

だと思います。また、最近は受験者も減っているという状況にもあります。 

  少しお伺いしたのは、今日は日立ＧＥさんということで、日立技術士会全体としては約１，

０００人の会員がいらっしゃる。機械、電気電子、情報工学といった分野がありますが、技

術士が一番多いのは、御案内のとおり建設部門なのですね。建設コンサルなどで働く場合は、

技術士を持っていないと仕事にならないということで、土木とかは必須条件になっています。

今日は原子力の部門についてお話しいただきましたけれども、日立グループ全体の中に、

色々な会社もありますし、事業部門もたくさんある中で、技術士の活躍の状況、また、社内

の技術士のモチベーションやインセンティブを如何に高めるかということについて、日立の

中で部門ごとに多分違いがあるとは思いますが、どのような状況でしょうか。 

（川村技師長）日立の中でというよりは、社会の中で技術士がどういう業務をしているのか、

あるいは、それがある独占業務を担うのか、そうじゃないのかで、位置付けは変わってくる

と思います。原子力もそうですし、大部分の電気、機械もそうですけれども、技術士を持っ

ていないと、この仕事をしちゃいけないということはないですから、どちらかというと、大

部分のところでは、啓発活動の中でしっかり取得をしていってもらうということになると思

います。 

  それぞれの分野ごとにいろんな資格があり、例えば建築であれば一級建築士とか、それぞ

れの分野ごとに重要な資格というのがありますので、そっちが優先されるケースも当然出て

きます。ですから、日立グループの会社の個性というよりは、それぞれの製品、サービスを

提供する社会の中で、技術士がほかの資格と比べてどういう位置にあるのかによって変わっ
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てくるということと思います。 

（柿田統括官）日立グループのすごく大きな世界の中で、原子力の部門の技術士の方は、規模

として大きい方ですか。日立ＧＥさんの抱える技術士は、色々なところに分散していますか。 

（川村技師長）そうですね、分散はしていますけれども、ただ、エネルギーの分野では、例え

ば発電システムや電力系統など、さまざまな事業が茨城地区に集まっていて、その中で原子

力は、どちらかというと後発でしたけれども、技術士会の伝統としては、実は原子力技術士

会の活動が先行し、原子力を中心にして電力のほかの分野も入って、今の技術士会を茨城地

区で形作ってきたということで、そういった点では、原子力が比較的早い段階から技術士と

いうものを重視して、取り組んできたという特徴があります。 

（上坂委員長）一つ今の関連なのですけれども、７ページを見て、日立はゼネコンでないので、

建設は少ないけれども、世界全体で見ると圧倒的に建設。これは土木も入りますから、建

設・土木の技術士が圧倒的に多い。その理由というのは、ゼネコンメーカーにしても、プラ

ントメーカーにしても、世界中でのビジネスです。そういう意味でグローバルな、認証とい

いますか、そういうものが必要だということもあるのではないかと思います。 

  一方、大学で見てみると、土木工学科、あるいは最近だと社会基盤学科とかもありますけ

れども、大学院の中で一番講義を英語化したのが早いのですよ。３０年前に土木・社会基盤

が最初に大学院の講義を英語化したんのです。留学生が多いのです。次は原子力なのですよ。

２０年前ですね。 

  だからこの技術士の広まりといいますか、認知というのは、一つ国際性の証しとも言える

と思いますね。ですから、今後原子力も是非企業の方々に、国際サプライチェーンを作って

いただきたい。世界でコラボします。そうすると、今日、川村さんが最初の方におっしゃら

れた、いろんな色々国々の中でお仕事をするときに、自分の技術を認証するための一つの証

しとして技術士が必要ですと。こうなると思うのですよね。だからやっぱり国際性も非常に

重要かなと。では、川村さん、どうもありがとうございました。 

  議題１は以上でございます。 

  次に、議題２について、事務局から説明をお願いいたします。 

（山之内参事官）二つ目の議題は、ＪＡＥＡ原子力科学研究所の原子炉設置変更許可（ＦＣＡ

施設の変更）についてでございます。 

  ７月２４日付けで原子力規制委員会から原子力委員会に諮問がございました。これは原子
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力規制委員会が試験研究用等原子炉の設置変更許可を行うに当たり、原子炉等規制法第２４

条第２項の規定に基づき、試験研究用等原子炉が平和の目的以外に利用されるおそれがない

ことの基準の適用について、原子力委員会の意見を聞かなければならないとされているため

です。 

  本日はこの諮問に対する答申について御審議をお願いしたいと思います。 

  それでは、事務局の新井主査から説明いたします。 

（新井主査）事務局から説明させていただきます。議題２について、資料の第２号を御覧くだ

さい。 

  日本原子力研究開発機構原子力科学研究所の原子炉設置変更許可に関しまして、高速炉臨

界実験装置の施設の変更といった内容の答申案になります。答申案の内容につきましては、

別紙を御覧ください。 

  別紙の中の今回の申請につきましては、高速炉臨界実験装置の施設の変更ということです

が、１ポツ目にございますとおり、既に廃止措置中でありまして、運転停止に関する恒久的

な措置が取られており、原子炉は運転されていないこと、２ポツ目です、使用済みの天然ウ

ラン燃料及び劣化ウラン燃料は、国内又は我が国が原子力の平和利用に関する協力のための

協定を締結している国の組織に引取りを依頼して引き渡すこと、また、引渡しまでの間は、

本施設の核燃料物質貯蔵施設において貯蔵すること、３ポツ目です、使用済みのウラン２３

５濃縮度９３％ウラン燃料、ウラン２３５濃縮度２０％ウラン燃料及びプルトニウム燃料は、

我が国の原子力の平和利用に関する協力のための協定を締結している国である米国のエネル

ギー省に引き渡すことの妥当性が確認されていること、加えて、我が国では当該試験研究用

等原子炉も対象に含めた保障措置活動を通じて、国内の全ての核物質が平和的活動にとどま

っているとの結論を、ＩＡＥＡから得ていることなどを総合的に判断した結果、当該試験研

究用等原子炉が平和の目的以外に利用されるおそれがないものと認められるという答申案と

なっております。 

  簡単ではございますが、以上となります。 

（上坂委員長）御説明ありがとうございます。 

  それでは、質疑を行います。 

  直井委員からよろしくお願いします。 

（直井委員）基本的にＦＣＡからアメリカに引き渡されるとの使用済みのウラン燃料につきま
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しては、日米間の原子力協力協定に基づいて平和利用が担保されるということで、平和の目

的以外に利用されるおそれはないというふうに認められます。特にコメントはございません。 

  以上です。 

（上坂委員長）それでは、岡田委員、お願いいたします。 

（岡田委員）私の方からも当該試験研究用等原子炉が平和の目的以外に利用されるおそれがな

いものと認められると考えられます。 

  以上です。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  それじゃ、青砥委員から御意見を頂ければと思います。 

（青砥参与）私の方からは本件についてコメント等はありません。 

（上坂委員長）私も前回、設置変更許可申請の内容を詳細に説明を受けて、質疑も行いました。

例えば２ページにありますように、今回、使用済燃料のウラン２３５濃縮度２０％ウラン燃

料の引渡しに関することで。２０％濃縮度といいますと、ＩＡＥＡの規定では高濃縮と低濃

縮のちょうど境目ということで。必ずしも低い濃度ではないということで。しっかりと平和

利用のチェックの必要があると思います。 

  この文章で認識されたというふうに考えております。 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件につきまして、案のとおり答申することでよろしいでございましょうか。 

  御異議ないようですので、これを委員会の答申とすることといたします。 

  議題２は以上でございます。 

  議題３について、事務局から説明をお願いいたします。 

（山之内参事官）今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回の定例会議につきましては、日時、９月３日火曜日１４時から、場所は中央合同庁舎

８号館６階６２３会議室、議題については現在調整中でございまして、原子力委員会のホー

ムページなどによりお知らせさせていただければと思います。 

  以上でございます。 

（上坂委員長）ありがとうございます。 

  その他、委員から何か御質問、御発言ございますでしょうか。 

  御発言ないようですので、これで本日の委員会を終了いたします。お疲れさまでした。 
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